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１．はじめに

　第20回動力・エネルギー技術シンポジウム講演論文集原稿の執筆要領を以下に述べます．講演論文集原稿およびJST抄録は，シンポジウムホームページ(http://afre.qse.tohoku.ac.jp/spes2015/)を通してご提出下さい．
(9 point）
２．原稿の著作権について
　動力・エネルギー技術シンポジウムにおいて発表された講演論文集等の内容（以下，講演印刷物と言います）の著作権は，日本機械学会（以下，本会と言います）に帰属します．ただし，著作者自身が自身の講演印刷物の全文または一部を複製，翻訳，翻案などの形で利用する場合，あるいはネットワーク上で公開する場合，これに対して本会では原則的に異議申し立てをしたり，それを妨げることはしません．第三者から，講演印刷物の複製あるいは転載に関する許諾の要請があり，本会において必要と認めた場合には，著作者に代わって許諾することがあります．
　動力・エネルギー技術シンポジウムに原稿を投稿頂いた時点で，著作権移譲をご承諾頂いたものと見なします．
３．講演論文集（印刷物）原稿の書き方
3.1　原稿のレイアウト

　本原稿見本は所定の書式に合致するように作られています．この書式をもとに講演論文集原稿を作成頂いて結構です．ご提出頂く講演論文集（印刷物）原稿は以下の書式に従って下さい．
・原則として日本機械学会所定の講演論文集原稿見本（http://www.jsme.or.jp/menu29.htm 参照）に従って下さい．
・原稿は，A4判の白紙に，上下20mm，左右15mmのマージンを取り，本文は2段組み（段間10mm）とします．

・表題は12ポイント以上の文字を使用し，1ページ目の上中央に邦文・英文の順にお書き下さい．

・氏名・勤務先は10ポイントの文字を使用し，邦文氏名の右に所属を丸括弧で囲んで略記，左には会員資格を正・准・学のように書き添えて下さい．連名の場合には講演発表者の前に○印を付けて下さい．英文氏名には所属機関の名称と所在地を記載して下さい．
・表題・氏名・勤務先と本文との間に，9ポイントの文字で，100-150 words程度の英文アブストラクトを記載して下さい．アブストラクトには3～5語程度のキーワードを英文で付記して下さい．










　

Fig.1   Spacing.

・本文は9ポイントの文字を使用し，片段26文字×60行程度となるよう，文字間隔・行間隔を調整して下さい．
・図表，写真は鮮明なものを原稿中に貼り込んで下さい．図表内の文字，ならびに図表のタイトルと説明は英文とします
・本文中の引用文献は，引用箇所右肩に上つきで小括弧をした番号(1)を示し，末尾に一覧をまとめて下さい．

・表題の前に実行委員会が講演番号を記入するスペースを残して下さい．
3.2　原稿の長さ：
上記レイアウトの原稿は2または4ページです．(特別講演，基調講演はページ制限はありませんが，偶数ページでお願いいたします) 
４．原稿の提出方法
4.1　講演論文集原稿
　作成した原稿は，本シンポジウムホームページ(http://afre.qse.tohoku.ac.jp/spes2015/)を通して，講演申込システムの個人ページより，pdf形式（最大3MB）で提出して下さい．
JSTデータベース用アブストラクト：原稿と同時にご提出願います．講演No.の欄にプログラムでご確認頂きましたご自分の講演番号を記載下さい．
4.2　原稿とアブストラクトの締切
　原稿締切日は，2015年4月30日（木）です．原稿の遅れは，講演論文集印刷の処理に重大な支障をきたしますので，締切は厳守して下さい．
５．発表に関するご注意
　講演時間（予定）は，質疑応答を含めて20分を原則としますが，セッションによってはオーガナイザーの意向により異なる場合もありますのでご注意下さい．講演会場にはPCプロジェクターを用意しております．プロジェクター利用の際には必ず講演データが入ったパソコンをご持参ください．パソコンはプロジェクタ出力用のコードD-sub15pinに接続できる環境にてご準備ください（実行委員会側ではパソコンの準備はございません）．プロジェクターでの発表原稿の動作確認は休憩時間等を利用して行っていただくよう，お願いいたします．
ＯＨＰ利用の方は事前に事務局職員へ４月末までにご連絡ください．御連絡のない場合当日の対応はできかねますので，あらかじめご了承ください．
連絡・問合せ先：
日本機械学会　事務局担当職員　櫻井恭子
TEL: 03-5360-3505
E-mail: sakurai@jsme.or.jp
（図面の例）
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Fig.3.1 FEM mesh vs. neural network




　上の図面の例は日本機械学会ホームページの講演原稿の書き方（ http://www.jsme.or.jp/publish/rensai.htm ）から，コピーしたものです．図の外枠は特に必要ありませんので，ご注意願います．上図例はあまり鮮明な図ではありませんが，実際に原稿を作成する際には，なるべく鮮明な図をお使い下さいますようお願い致します．
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